
☆黒羽地区公民館まつり･文化祭☆
１０月１８日(日）に、黒羽小学校体育館

にて公民館まつり・文化祭が行われました、

今年も生徒の書道・美術作品の展示、合唱部

のステージ発表が行われました。合唱部は

「愛を込めて花束を」を披露したあと、黒羽

地区の小学生・黒羽高校生と一緒に「大田原

市歌」を歌いました。また、今年も生徒がボ

ランティアで司会や受付、舞台準備等を行い

ました。地域に誇れる生徒たちです。

◆◆◆ 臨時部も頑張っています ◆◆◆
９月から１０月にかけて、那須地区新人大会、栃木県新人大会が行われ、各部の活躍が見られました。

本校には、陸上、駅伝、相撲、水泳、合唱の５つの臨時部があり、希望する生徒たちが、常設部の活動や

クラブチーム等での活動に加えて練習を行っています。特に駅伝部と合唱部は、

夏休み前から、朝練習や放課後練習を重ねてきました。９月２９日(火)には那須地

区学校音楽祭があり、合唱部が見事金賞を受賞し県の中央祭出場を決めました。

また、１０月３日

(土)には大田原市駅

伝競走大会があり、

男女ともに目標とし

ていた６位入賞を果

たしました。

◇ １１月のおもな予定 ◇
２日(月) 文化祭振替休日

９日(月)～１３日(金) ３年三者面談

１３日(金) 薬物乱用防止教室

１６日(月)～３０日(月) 教育実習（音楽）

１７日(火)～１８日(水） 後期テスト

１９日(木) 人権講話

２３日(月) 大田原マラソンボランティア協力
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黒羽ふれあいグラウンド･ゴルフ大会
１０月６日(火)に、第３回ふれあいグラウンド・ゴル

フ大会を開催しました。大会の目的は、地域の皆さんと

楽しくふれあうことです。グラウンド・ゴルフ協会の皆

さまに丁寧に教えていただきながらプレーを進め、ホー

ルインワンもたくさん出てました。校庭のあちらこちら

で歓声が上がり、たくさん笑顔が見られました。

【生徒の感想から】

「初めてでしたがとても楽しかったです。来年は絶対

にホールインワンします！」



１年 小６中１合同学習会の様子と中学１年生の活躍 文責 國峯 匡洋

９月１８日（金）、黒羽学園では「小６中１合同学習会」を実施しました。来年度に向けて小学校６年生が中学校生活へ

の理解を深められるよう、「中学校生活Q＆A・座談会」「校舎案内」、そして中学校の授業を体験する活動を行いました。

座談会では、事前アンケートで寄せられた「授業についていけるか心配」「友だちができるか不安」といった声に対し、中

学１年生が自分の経験をもとに丁寧に答えました。小学生の気持ちに寄り添いながら話す姿からは、４月からの成長が感

じられました。校舎案内では、中学１年生がグループごとに案内役を務め、教室や特別教室、部活動の活動場所などを紹

介しました。歩く速度を小学生に合わせたり、質問に優しく答え

たりと、思いやりのある行動が多く見られました。

今回の学習会は、小学６年生の不安を和らげるだけでなく、

中学１年生にとっても「誰かのために行動する」経験となり、主

体性や協調性を育む貴重な機会となりました。

２年 「１４歳のハローワーク」（職場体験学習） 文責 笠井 雅史

９月７日～１１日の５日間、２年生の生徒たちは、地域から学ぶ職場体験を行いました。

自分の将来を見据えて、どんな体験をしたいのか、どの事業所であれば自分にとって有意義

な学びが得られるのかを考え、事業所リストに頼ることなく、自分で体験先を選び、受け入れの

依頼や確認の連絡を行い実習に臨みました。中学校卒業後、アルバイトをする生徒もいるかも

しれません。少しずつではありますが、自分の将来を自分で選択するための準備を進めています。

体験後のまとめでは、学んだことや感じたことをどれだけ自分の言葉で表現できるかを大切

にし、AI を相手に振り返りのインタビューを行いました。こうして完成したのが「１４歳のハローワ

ーク」です。仕事の紹介に加え、それぞれの仕事の魅力や特徴を、生徒たちが自分なりの言葉で

表現しています。「癒しと楽しさの裏で頑張りのある仕事」「地域の住みやすさを支える仕事」

「笑顔や会話で人とつながる仕事」「そっと真心を添える仕事」など、思わず引き込まれるような

素敵な言葉で紹介されています。今後、冊子にまとめ、学校に置く予定です。来校された際には、

ぜひお読みください。生徒たちの学びに触れるとともに、ご自身の仕事を見つめ直すきっかけにもなるかもしれません。

３年 文化祭に向けて、そして黒羽の未来に向けて 文責 鈴木 康浩

後期がスタートし、３年生にとって中学校生活もいよいよ大詰めを迎えています。現在、生徒たちは文化祭に向けて、各

クラスで合唱練習に励んでいます。よりよい合唱をつくり上げようと、パートごとに音程や歌い方を確認したり、クラス全体

で声を合わせたりと、工夫しながら練習に取り組んでいます。合唱は、互いの声に耳を傾け、気持ちを一つにすることで完

成していくものです。本番では、仲間とつくり上げた最高のハーモニーを響かせてくれることを期待しています。

また、総合的な学習の時間では、これまでの学びを生かし、黒羽の未来について考えています。１年生での川越研修、２

年生での東京研修、そして３年生での奈良・京都への修学旅行。それぞれの地域で学んだことを振り返りながら、班ごと

に「自分たちが住む黒羽を、より魅力的な地域にするにはどうしたらよいか」という視点で、地域の未来を考えています。

１２月の学校公開では、各班が「黒羽の理想の未来」を実現するための提言を発表する予定です。

文化祭で仲間と心を一つにする経験も、班で協力して地域の未来を考える経験も、これからの人生につながる大切な

学びです。互いの考えを尊重し、力を合わせて成長する３年生を、これからも温かく見守っていただければと思います。

若くり学級 よりよい集団・学級作りに向けて 文責 石川 直人

前期最後の学級活動では、「学級をよりよくするアンケート」を行いました。生徒たちが自分たち自身で、自分たちの

集団の課題に気づき、自分たちで改善していこうとすることが大きなねらいでした。その中で生徒たち一人一人が真剣

にアンケートに向き合い、自分たちができていることと、

後期に向けた課題に気づくことができました。

後期はアンケートの結果を活かし、「あいさつ・返事・

言葉遣い」の意識を高めていくことを学級の重点とする

ことを確認しました。社会で自分らしく活躍することを意

識させつつ、生徒たちが気づいた「よりよい集団」に向け

た課題改善に向け、より一層のサポートができるよう努め

てまいります。


